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【「岩手の畜産」は、バックナンバーも含め協会のホームページでご覧いただけます。】

一般社団法人家畜改良事業団　　　　　　　　　
盛岡種雄牛センター　場長　桑　原　孝　博

   　　これからの和牛のゲノミック評価について

　日本の家畜の改良においては、長年にわたる関係
者の努力により品質が向上してきており、和牛に関
しては枝肉6形質（枝肉重量、ロース芯面積、バラ
の厚さ、皮下脂肪厚、歩留基準値、脂肪交雑）の遺
伝的能力は種雄牛と繁殖雌牛とも好ましい方
向へ改良が進んでいることが確認されています。
　また、出荷されている和牛枝肉において
も公益社団法人日本食肉格付協会が公表し
ている資料によれば令和5年1～12月の格
付の構成割合はA-5の和牛めすで44.8%、
和牛去勢で63.0%となっています。10年前
と比較すると、和牛めすと和牛去勢とも
A-5の格付の構成割合は約3倍となってお
り、確実に和牛枝肉の品質が向上している
ことがわかります。
　一方で消費者のニーズは多様化してお
り、今までの和牛肉における脂肪交雑を重
視する傾向からおいしさ等への関心の高ま
りが見られ、生産者においても消費者の
ニーズに対応するための取り組みをメディ
ア等で目にする機会が増えました。
　家畜改良事業団においては和牛のゲノミッ
ク評価に取り組んでおり、枝肉6形質の他、近年、
脂肪酸組成や発育関連形質（生時体重、在胎期間）
のゲノミック育種価も公表しています。消費者のニー
ズを反映した要望の他に生産者からは脂肪交雑の
形状や飼養管理等に関するニーズも増えています。

　例えば、毎日和牛と接している生産者からは、
「A種雄牛産子の枝肉は小ざしで見栄えが良い」、
「B種雄牛産子はおいしい」、「C種雄牛産子はお
となしくて飼い易く暑さに強い」等々まだ遺伝的

改良形質として確立されていない形質にも
感覚的な評価をいただいており、これらの
形質は現在、評価を行うための基礎データ
を蓄積している段階にあります。
　今後、検証を重ね将来的に遺伝的改良形
質として公表できる可能性があります。
　具体的には「脂肪交雑の形状」（さしの
形状）では、既に一部の地域で種雄牛の参
考情報として「新細かさ指数」を公表して
いますが、家畜改良事業団においてもデー
タを蓄積しており、近い将来公表できる可
能性が高い形質です。
　「おいしさ」の評価については以前から
取り組んでおり、おいしさを構成するパー
ツの一つとして脂肪酸組成（脂肪の質）の
ゲノミック育種価を公表しています。しか
し、脂肪の質も含め、理化学的な分析だけ
では「おいしさ」の評価は困難であり、官

能評価と知覚特性値である「味、食感、におい」
等を組み合わせたシステムの研究開発に取り組ん
でおります。こちらは公表できるまでにはしばら
く時間がかかるようです。

（次頁へ続く）
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　「飼い易さや耐暑性」などは家畜改良事業団の
和牛の現場後代検定の肥育を行っている北海道産
肉能力検定場と広島産肉能力検定場の検定調査牛
へICTを利用して個体の活動（採食、動態、反芻、
起立、横臥等）と牛舎内のTHI（温湿度）のデー
タを蓄積している段階でこれから検証が予定され
ているところです。なお、その他にも家畜改良事
業団の和牛のゲノミック評価は遺伝的評価形質を
増やすことを検討しています。

　ゲノミック育種価は一般的に従来の育種価より
も精度が高いと言われていますが、正確度は
100%ではありません。雌牛の選畜や人工授精を
行う場合には血統や体型、生産者のこれまでの経
験や知識も重要になります。
　しかし、種雄牛、雌牛とも遺伝的能力を正確に
把握することは生産性の向上には不可欠です。
　これからは次世代の改良をより正確に進めるため
にゲノミック評価を利用してみてはいかがでしょうか。

令和５年度岩手県獣医畜産業績発表会令和５年度岩手県獣医畜産業績発表会

　令和5年度岩手県獣医畜産業績発表会（岩手県
主催）が、令和6年1月18日と19日の二日間にわ
たり、岩手県水産会館で開催されました。この発
表会は、県内の獣医・畜産関係者が日常の業務に
関連した調査指導や診療、試験研究等の業績につ

いて発表討議を行うとともに、技術の交換、交流
を図ることを目的とするものです。
　一日目の獣医部門には県家畜保健衛生所から13
題と岩手県農業共済組合から2題の発表があり、
二日目の畜産部門には岩手県立農業大学校から2
題、葛巻町酪農ヘルパー利用組合から1題、広域
振興局から1題、九戸村から1題、農業改良普及
センターから3題の発表がありました。
　審査の結果、次の演題が各賞を受賞しました。

表彰名 演　　　　題 発　表　者

岩手県知事賞（獣医部門） 連続飼育農場を含む一地域で多発した鶏伝染性喉頭気管炎の対策 岩手県県北家畜保健衛生所
　上席獣医師　熊谷 芳浩

岩手県知事賞（畜産部門） 葛巻町酪農ヘルパー利用組合における組織運営強化に向けた取組 葛巻町酪農ヘルパー利用組合
　木戸場 真紀子

岩手県獣医師会長賞 慢性経過を辿った粘膜病発症牛の一考察 岩手県中央家畜保健衛生所
　獣医師　多田 成克

岩手県畜産協会長賞 和牛繁殖経営の子牛発育改善に向けた取組 盛岡農業改良普及センター
　主任農業普及員　舘 結香

岩手県畜産技術連盟賞 盛岡地域の採草地におけるニホンジカ被害の実態と被害対策実証 盛岡農業改良普及センター
　主査農業普及員　佐々木 正俊

岩手県農業共済組合長賞 岩手県北･県央地域における黒毛和種繁殖牛の血液生化学性状 岩手県農業共済組合
　北岩手家畜診療所　田村 倫也

奨励賞
牛乳頭腫症発症部位への消毒薬塗布効果の検証と発生予防に向けた取組 岩手県立農業大学校� 松田 圭矢
和牛間交雑種の肉質と消費者の効果 岩手県立農業大学校� 進藤 瑞生

１　背景と目的
　令和4年9月、38年ぶりに鶏伝染性喉頭気管炎（以

下「ILT」という。）が発生した。令和4年度の業
績発表会において、11月までに10㎞四方内の4農場

令和５年度岩手県獣医畜産業績発表会

岩手県知事賞（獣医部門）

連続飼育農場を含む一地域で多発した鶏伝染性喉頭気管炎の対策
岩手県県北家畜保健衛生所　熊　谷　芳　浩　
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・JGAP認証農場　　・良質豚ぷん堆肥の供給
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※精肉のご用命は岩手畜流会（食肉専門店）へ登録番号 L140000002

で発生が認められたことを報告した。その後、12月
に同一地域の2農場で新たに発生。病性鑑定の結
果、6農場全てが同一の野外株によるものと判明した。
　今回の報告では、6農場における発生から終息ま
での状況に相違がみられたことから、その要因を
検討することにより、ILTに有効な対策を検討した。
２　各農場の発生状況
　6農場の発生状況を表に示す。A、D、Eは発
生が１鶏舎のみで収まり、終息した。

　Aは採卵育成鶏を飼養、発生前からワクチンを
接種し、発生時のワクチン接種率は88%であった。
ILTの発生はワクチン未接種鶏舎に限られていた。
　DとEは肉用鶏農場で、オールイン、オールア
ウトの飼養形態であった。発生後まもなく出荷に
より鶏をオールアウトし、アウト後の鶏舎等の消
毒を徹底したところ、発生が終息した。
　これら3農場は発生前からのワクチン接種、鶏
群のオールアウトにより農場内のまん延が防止さ
れ短期間で終息したと考えられた。
　Bは、鶏舎毎にオールアウトするものの、農場
全体ではオールアウトできない連続飼養の農場で
あった。発生前はワクチン未接種であり、発生後
に飲水や散霧による緊急ワクチン接種を実施し
た。また、敷地内に鶏糞処理施設があり、発生鶏
舎はこの施設に近接していた（図1）。

　CとFは、採卵鶏の同一経営体であり、Fの育
成農場からCの成鶏農場へ鶏の移動がある。どち
らも鶏舎毎にオールアウトを実施するが、農場全
体ではオールアウトできない連続飼養の農場であっ
た。発生前はワクチン未接種であり、発生後緊急
ワクチンとしてスプレーによる接種を実施した。
　鶏糞処理施設を共用しており、鶏舎からの鶏糞
がほぼ毎日搬入され堆肥化されていた。搬入時、
Fの鶏糞運搬車はCの消毒棟を利用し鶏糞を搬入
していたため、運搬車の動線が一部交差していた
（図2）。

　以上のことから、複数鶏舎でまん延し、終息に
時間がかかった要因として、連続飼養のため、オー
ルアウトできないこと、ワクチン未接種又は不徹
底、鶏糞運搬によるウイルス拡散が考えられた。
３　対策
　対策として、B、C、Fそれぞれの農場で作業
毎に衣服等を交換するよう指導した。Fの農場前
と鶏糞処理施設前に新規に消毒棟を設置し、鶏糞
運搬車両の動線を改善した（図3）。

図１　B農場 図３　CとF農場の対策

図２　CとF農場

表　発生状況
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●動物用医薬品販売の全国ネットワークを駆使し、
あらゆる動物の健康維持に貢献します。

動物の健康は人の健康につながる

本社：北海道北広島市大曲工業団地6-2-13　盛岡支店：TEL 019（638）3291

動物用医薬品・畜産用資材・器材・医療機器・医薬品

　ワクチン接種方法を用量用法に従い、1羽ずつ
点眼接種へ変更した。Bでは、従業員を新規に雇
い、1日1鶏舎約12,000羽の接種を行い順次全ての
鶏舎で点眼接種を実施した。Cでも1羽1羽ケージ
から取り出し、合計19万羽の接種を実施した（図4）。

４　ウイルス汚染状況
　ウイルス汚染状況を確認するため、毎月実施す
る鳥インフルエンザモニタリング検査に併せて、
飼養鶏の気管及びクロアカスワブ、堆肥施設の糞
便、堆肥の遺伝子検査を実施した（図5）。
　結果、Bでは散霧や飲水ワクチン接種を行って
いた令和5年1月までは気管、クロアカ、糞便い
ずれからも検出された。点眼に変更した2月から

は飼養鶏ではほぼ検出されなかった。Cでは、点
眼に変更した後の1月にもクロアカから検出があっ
たものの、2月以降はほとんど検出されず、再発
は認められなかった。
５　まとめ
　当所管内の一地域でILTの継続発生が認められ
た。複数鶏舎で発生した農場の要因として、連続
飼養、ワクチン未接種又は不徹底、鶏糞運搬によ
るウイルス拡散が考えられた。
　対策として、作業毎の衣服等の交換、点眼によ
るワクチン接種の徹底、運搬車両の動線や消毒の
改善によりウイルス伝播要因を除去し終息した。
　以上から、連続飼育農場でILTの常態化やまん
延を防ぐためには、衛生管理の徹底と適切なワク
チン接種が有効と考えられた。

図４　ワクチン接種

図５　ウイルス汚染状況の確認検査結果

「いわて牛の集い」及び「い
わて牛枝肉共励会」の開催

　令和6年1月22日から23日に、いわて牛普及推
進協議会（会長・藤代克彦県農林水産部長）主催
の「令和5年度いわて牛の集い」及び「第34回い
わて牛枝肉共励会」が東京都港区品川の東京マリ
オットホテル及び東京中央卸売市場食肉市場で開
催されました。
　このイベントは、毎年1月に食肉流通関係者や
飲食店等に対して、「いわて牛」をPRすること
を目的として開催されているもので、いわて牛の
集いはコロナ禍の影響を受けて4年ぶりの開催と
なったものです。
　当日は、東京食肉市場の関係者や買参人、いわ

て牛取扱推奨店などの招待客約90名の出席と、地
元から達増拓也知事をはじめ、県選出の国会議
員、県議会議員、生産者、農協等関係者約80名が
参加しました。
　会場では、「いわて牛」や県産食材を使用した
オリジナルメニューの提供やいわてワインの試飲
が行われ、また、産地PRアトラクションとして、
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プレミックス工場 0198－26－4726 ㈹　家畜衛生食品検査センター 0198－26－5375 ㈹　横手(営),青森(営),古川(営),山形(営),酒田(出),福島(営),旭川(営),札幌(営),帯広(営),釧路(出)

農畜産物の「安心・安全」を未来につなぐ ＜動物用医薬品･ワクチン･プレミックス･器具機材＞
本　社　〒025-0311花巻市卸町66番地　TEL 0198-26-4151㈹
　花　　巻(営） 0198－26－4700 ㈹　  八　戸(営） 0178－34－2284 ㈹
　大 船 渡(営） 0192－26－4740 ㈹　

タレントの天津木村氏から
生産者へのインタビューが
行われるなど、会場を盛り
上げました。
　翌日に開催された「いわ
て牛枝肉共励会」には、去
勢牛48頭、雌牛18頭の計66
頭が出品され、上物とされ
る肉質等級4以上の比率は
98.4％となり、「いわて牛」
のレベルの高さを示すこと
ができました。

【受賞者名簿】

賞 受賞者 所属農協 性別 父牛名 BMS
№

枝肉重量
（㎏）

販売金額（円） 
（下段は枝肉
単価・円/㎏）

最優秀賞 猪苗代　止 JA岩手ふるさと 去勢 隆安国 12 557 2,787,228
5,004

優秀賞

渡辺　　悟 JA岩手ふるさと 雌 福之姫 12 484 1,452,484
3,001

及川　哲郎 JA岩手ふるさと 去勢 茂晴花 12 606 1,931,928
3,188

竹田　直也 JA新いわて 去勢 紀多福 12 584 1,685,424
2,886

令和５年度馬飼養衛生管理特別
対策事業に係る研修会の開催
　令和6年2月1日、「馬っこパーク・いわて」（滝
沢市）で日本中央競馬会競走馬総合研究所の山崎
洋祐氏を講師として、馬飼養衛生管理特別対策事
業に係る標記研修会を開催しました。

　午前中の講義では、「馬の
歯科処置について」と題し
て、馬の口腔内の基本的な構
造や歯の理想的なバランスな
ど、日常の飼養管理で見るべ
きポイントやケアの仕方、斜
歯・残存乳歯・狼歯・歯周病
などの歯牙疾患について、実
際の処置で使用する器具の説

明、さらに、軽種馬防疫協議会が定める予防接種
要領などのワクチンプログラムを示しながら、予

防接種の重要性について講演されました。
　午後からは繋ぎ場に移動し、馬っこパーク・い
わての繫養馬をお借りして実技研修を行いまし
た。講師が口に手を入れて触診を行いながら上顎
歯と下顎歯の噛み合わせの状態を確認し、摺り合
わせを阻害している部分の歯を削る実演を行った
後、参加者がそれぞれ実習しながら助言を受けて
いました。
　馬飼養者や関係者にとって馬の歯のケアは関心
が高く、当日は荒天にも関わらず多くの方が参加
し、実技でも多くの質問が出されるなど、参加者
にとって実り多い研修会となりました。

講　師
JRA 山崎洋祐氏

実習研修

研
修
会
会
場

•••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••
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令和５年度北海道・東北ブロック養
豚関係団体長及び事務局合同会議
　令和6年2月6日、標記会議が岩手県養豚振興
会（橋本晋栄会長）主催で、本県を会場に開催さ
れました。

　この会議は、7道県持ちま
わりで実施されているもの
で、北海道・東北の養豚関係
団体が一堂に会し、各道県の
置かれている状況や課題、中
央団体等への要望等を協議す
る場となっています。
　冒頭、一般社団法人日本養

豚協会鋤柄卓夫事務局長から、アジアでアフリカ
豚熱（以下「ASF」という。）がまん延し、春節を
迎え、ASFの国内への侵入リスクが高まってい
ることから、空港などでの水際対策を強化してい
ることと、新たに国の指針が示されたアニマルウ
エルフェアの概要について説明がありました。
　各道県からは、飼料やワクチン等の資材の高騰、

施設の老朽化など、多岐にわ
たる課題や意見が出されまし
た。また、飼料や資材高騰対
策、脱臭対策装置設置に対す
る手厚い支援、と畜場手数料
の軽減、チェックオフ制度実
現等に係る中央団体への要望
も出されました。
　その後、FAITES代表渡部
佑悟氏から、アメリカの養豚
事情について講演をいただ
き、養豚マネージメントやア
ニマルウエルフェアの状況等
を講演いただきました。
　アメリカのアニマルウェル
フェアには認証制度があり、
州によっては、認証を受けて
いない豚肉は流通を制限して

いるところもあるなど、認証を取得することで豚
肉を有利に販売できるメリットがある一方で、認
証に適した施設整備や認証費用等にコストがかか
るとのことでした。

橋本晋栄会長

講　師
JPPA鋤柄事務局長

講　師
FAITES代表渡部佑悟氏

令和４年度に実施した 令和４年度に実施した 
経営診断の概要経営診断の概要

　（一社）岩手県畜産協会が岩手県から受託し行っ
ている畜産生産基盤育成強化事業の調査結果につ
いて、今回は肉用牛部門の黒毛和種繁殖経営の17
事例の分析結果について紹介します。
　なお、肥育経営の概要については、次号で紹介
します。
１　分析結果
⑴　生産技術項目（下段は標準偏差）

⑵　損益項目（下段は標準偏差）

２　考　察
⑴　生産技術
　�　分娩間隔は、13.6か月で、最短で11.7か月、
最長で16.2か月となり、事例によってばらつき
が大きくなりました。飼養頭数及び労働力員数
に関わらず、観察時間の確保や、発情発見装置
等ICT機器の活用及び高齢牛等の計画的な更
新を行っている事例は、授精回数も少なく分娩
間隔の成績は良好でした。
　�　一方、分娩間隔が長期化した要因として、分
娩後の初回授精において、受精卵移植の拘りが
授精の遅れに影響した事例もあり、分娩前後に
おける飼養管理は、栄養度を確認しながら、十

•••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••

区　分 令和3年度
（16例）

令和4年度
（17例）

成雌１頭当たり子牛生産頭数 頭 0.84
（±0.14）

0.76
（±0.09）

成雌１頭当たり子牛販売頭数 頭 0.65
（±0.13）

0.62
（±0.21）

分娩間隔 月 13.1
（±0.9）

13.6
（±1.5）

子牛事故率 ％ 2.0
（±3.7）

2.4
（±3.6）

雌
子
牛

出荷日齢 日 289
（±8.2）

286
（±10.4）

出荷体重 ㎏ 277
（±10.6）

279
（±17.5）

日齢体重 ㎏ 0.958
（±0.041）

0.975
（±0.059）

去
勢
子
牛

出荷日齢 日 280
（±9.5）

274
（±25.2）

出荷体重 ㎏ 303
（±14.0）

304
（±23.1）

日齢体重 ㎏ 1.083
（±0.060）

1.108
（±0.101）

区　分 令和3年度 令和4年度

子牛販売額（雌・去勢平均） 円 702,488
（±80,610）

716,663
（±62,657）

成雌牛１頭当たり売上高 円 457,060
（±108,058）

446,229
（±157,956）

成雌牛１頭当たり売上原価 円 459,048
（±96,060）

514,981
（±194,390）

成雌牛１頭当たり年間所得 円 153,318
（±100,643）

90,485
（±128,487）

所得率 ％ 33.5
（±20.6）

20.3
（±22.7）
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創業110年品質第一手造りの店

岩手県指定店 塩 釜 馬具店
盛岡市大沢川原２丁目２の32　ＴＥＬ019-622-5393 (労働福祉会館隣)

｝　　　　　馬・乳牛　用頭絡手綱・馬衣・乳牛用新型牛衣・
　　　　　肉牛　　　肉牛用牛衣
●普通乗鞍・ウエスタン鞍・ポニー用鞍等乗馬具・輓馬具一式・畜犬具　
●電気工事用革ケース・カバン・ズック製袋カバン・リュックサックバンド・安全帯
●せんてい鋏ケース他造園工具ケース類　●その他特別御注文のカバン等承って居ります

●共進会用 ●牛馬手入用毛ブラシ
　・根ブラシ・金ぐし

家畜の保健衛生（152）

豚の流行性脳炎（日本脳炎）の
発生について

　日本脳炎は、日本脳炎ウイルス（JEV）の感染
により、妊娠豚で流死産等の異常産を引き起こす
家畜伝染病で、人獣共通感染症です。JEVは、蚊
によって媒介されるため、夏前までに母豚へのワ
クチン接種を行うことで本病の発生を予防するこ
とが重要です。 
　令和6年1月、本県では数十年ぶりに県北地域
の1養豚場で本病が発生しました。全国的にもワ
クチン未接種農場で発生しており、当該農場も未
接種でした。今後も県内での発生が懸念
されることから、注意が必要です。 
１　日本脳炎とは
　日本脳炎は、蚊が媒介するJEVの感染によっ
て発生する病気です。蚊の活動が活発になる夏～
秋にかけて豚がJEVに感染し、免疫を持たない
妊娠豚では流死産等の異常産、種雄豚では造精機
能障害を引き起こします。異常産は9～12月に多
く、発症すると経済的損失が大きいため、本病は
家畜伝染病予防法により家畜伝染病に指定されて
います。豚はJEVの増幅動物であり、動物間の

感染に重要な役割を果たすことが知られていま
す。本病は人獣共通感染症であり、多くの動物に
感染し、特に馬や人ではまれに脳炎を発症します。
本病の治療法はありませんが、発生予防効果の高
いワクチンが市販されています。
２　本病の発生状況
　県内では、昭和41年9月に県南地域の1養豚場
で本病を強く疑う事例が発生して以降、発生はあ
りませんでしたが、令和6年1月に県北地域の一
貫経営の1養豚場で発生が確認されました。
　また、全国的には、関東以西で散発しており、
直近では令和2年、4年に愛知県、令和5年2月に
山形県、同年10月に栃木県で発生しています。
３　本県発生事例の概要
　発生農場では、令和5年12月、母豚2頭に異常
産が確認され、異常産子2腹40頭の内訳は、死産
36頭（白子14頭、黒子22頭）、虚弱4頭でした。
母豚の産歴は3～4産で、当該母豚及び同居豚に
他の臨床症状は認められませんでした。剖検によ
り、2腹4頭の胎子に内水頭症が観察され、組織
学的に非化膿性脳炎が認められ、脳からJEV遺
伝子（Ⅰ型）が検出されました。当該農場では、
本病ワクチンは接種されておらず、11月に分娩し
た13頭中4頭（31％）の母豚にも同様の異常産が
みられました。

分注意して対応する必要があります。
　�　雌子牛では、出荷日齢286日、出荷体重279㎏、
日齢体重0.975㎏でした。去勢子牛では、出荷
日齢274日、出荷体重304㎏、日齢体重1.108㎏
でした。出荷日齢が去勢及び雌も290日未満と
なるなど短縮傾向にあり、日齢体重は雌子牛及
び去勢子牛それぞれで増加しました。

　�　全ての事例で、牛群管理ソフトやホワイトボー
ド等を利用し、成雌牛の管理を行うとともに、
成雌牛ごとの産歴による子牛の市場販売時の情
報と枝肉情報を連結し、生産子牛の情報を一連
にまとめたモットー君通信簿の保管をしていま
した。

⑵　財務管理
　�　子牛販売額は前年度よりも上回ったものの、
成雌牛1頭当たり売上高は前年度より下回りま

した。しかし、売上原価も上回ったため、成雌
牛1頭当たり年間所得と所得率ともに下回りま
した。また、調査した事例の中で、3事例の所
得がマイナスとなりました。
　�　水稲との複合経営では、飼養頭数の増加に平
行して水稲部門の作業を委託又は繁忙期の臨時
雇用により繁殖経営の従事時間を確保していま
した。
　�　財務管理では、経営者が勘定元帳の整理、ま
たは、書類保管を行い、税務申告において、規
模が大きい経営体ほど、税理士または農業協同
組合を活用していました。また、当協会の経営
分析とは別に、後継者が新たに会計ソフトを購
入し、普及センターの指導を受け申告整理を
行った事例もありました。
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一般社団法人 家畜改良事業団盛岡種雄牛センター

家畜改良事業団では、牛凍結精液の他、全国的な評価が高まっている体外受精卵（ＩＶＦ卵）、発情周期の同調鈍性発情・卵巣
停止に効果を発揮するイージーブリード、凍結精液の保存容器（ＭＶＥ社製）を取扱っております。ご利用についてのお問い合
わせ・パンフレットのご請求は、盛岡種雄牛センターまでお願い致します。

〒028-4134 岩手県盛岡市下田字柴沢301-5
TEL 019-683-2450 FAX 019-683-1334 

畜 産 の 研 究（147）

無人航空機（ドローン）を用いた
放牧地における植生診断技術
１　背景と目的
　本県は豊富な草資源を有することが強みですが、
大規模な放牧地の植生診断においては、裸地や雑
草・灌木等の植生把握に多くの労力が必要となる
ことに加え、放牧地が傾斜や起伏を含む場合は、
目視での把握が困難であり、効率良く把握する手
段の開発が課題となっています。
　その解決策として、無人航空機（ドローン）の
空撮画像を利用した診断方法を検討しましたの
で、その概要を紹介します。
２　方法
　放牧地3か所計12.5haと、その中に10m×10ｍ
の試験区を3か所設定しました。
⑴�　試験区ごとに、被覆割合を１㎡単位で植生調

査した結果と、無人航空機（ドローン）空撮画
像解析結果の植生ごと被覆割合を比較しました。

⑵�　放牧地は、無人航空機（ドローン）の空撮画
像をオルソモザイク画像（図１）に変換してか
ら、画像解析し、植生図を作成しました。

　植生図の作成方法は次のとおりです。
　①�　画像解析で区分したい対象を3～5種程度

設定します。例:ノイバラ、牧草、裸地、放
牧地（草地）外

　②�　機械学習により解析し、解析結果画像（植
生図）を作成します。

３　結果の概要
⑴�　3か所の10ｍ×10ｍの試験区ごとに、１㎡単

位で植生調査した被覆割合結果と、画像解析で
算出した植生ごとの被覆割合とを比較したとこ
ろ、解析誤差（平均値）は、ノイバラ1.3ポイン
ト、牧草8.7ポイント、裸地7.7ポイントでした。

⑵�　傾斜や起伏を含む放牧地の植生は、無人航空
機（ドローン）で空撮画像を撮影し、オルソモ
ザイク画像（図1）に変換してから、機械学習に
より画像解析して植生ごとに色分けした植生図

（図2）を作成し、植生ごとの面積を算出（表1）
することにより診断できることがわかりました。

⑶　植生図からの植生診断例
　①　植生ごとの占有面積の算出
　　�　「算出した植生のピクセル数／放牧地（草地）

全体のピクセル数×放牧地（草地）面積」で
算出（表1）。

　②　判定
　　�　農作物技術情報 第5号 畜産（令和5年7月

図１　放牧地（3.8ha）のオルソモザイク画像例

　以上のことから、死産及び異常産の原因は、母
豚へのJEVの野外感染と考えられ、日本脳炎と
診断されました。
４　対策
　国立感染症研究所が実施している豚のJEV抗
体保有状況調査によると、関東以西では同抗体の
保有率は高く、北海道・東北地方では低いことが
判明しています。近年、発生数の減少等に伴い、
ワクチン接種の中止による散発的な発生が認めら
れています。
　県内での発生の背景には、ワクチン接種率の低

下や猛暑等の異常気象が考えられます。今後も発
生する可能性があり、発生時には、発生農場だけ
でなく、周辺の豚、馬等の農場への経済的損失や
人への感染リスク上昇など影響が大きいことから、
ワクチン接種の重要性を認識し、適切に接種する
ようお願いします。また、効果的に予防するため
には、①蚊の活動が始まる夏前までにワクチン接
種を終えること、②蚊の発生しやすい豚舎周辺の
水溜まりの消毒、草刈り、清掃等による蚊の防除
を行うことが重要です。
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〒039-2245　青森県八戸市北インター工業団地1丁目8番8号
tel 0178-21-2200　　fax 0178-21-2202東邦アセチレン株式会社 八戸事業所

ガスの未来、その一歩先へ　～Ｏｕｒ　Ｆｕｔｕｒｅ.　Ｔａｋｅ　ｏｎｅ　ｓｔｅｐ～

～暑熱対策～
　本誌の昨年5月号に岩手県内の気象と牛群検定
概況をテーマに寄稿させてもらいました。その際
に、「岩手県では暑熱の影響は小さく、緩やか
に．．．」と記させて頂きましたが、令和5年の状
況は一変し、暑さが大変厳しいものでした。そこ
で改めて気象や暑熱対策等について紹介します。
１　牛群検定気象情報カウダス

　昨年の岩手県内の気象はこれまでにないほど猛
暑だったと言えます。図1に示したものは、岩手乳用牛群検定情報乳用牛群検定情報 ⑽⑽

一般社団法人家畜改良事業団一般社団法人家畜改良事業団

図１　令和５年牛群検定気象情報－カウダス－

27日発行）に草地更新の目安が示されています。
　　�　その草地更新の目安に基づけば、表１の植

生診断例の牧草55.9%、ノイバラ37.3％の場
合、判定結果は「草地更新が必要」となります。

４　参考事項
⑴�　無人航空機（ドローン）の撮影高度は、80～

120m、撮影時期は入牧前で牧草が伸長する前
の5月頃が適切です。

⑵�　草地更新する場合、地図情報QGISを利用し

た画像（図3）と植生図（図2）を照合するこ
とで、地図情報からは地形・斜度が、植生図か
らは植生分布が把握できます。

⑶　オルソモザイク画像
　複数画像を基に真上から見たように変換した
写真をつなぎ合わせた画像で、画像上の像の形
状・位置が正しく配置されており、面積・距離
などを正確に計測できます。
　 画像変換には、別途ソフトウェアが必要です。

⑷�　画像解析に用いた画像解析ソフトウェア及び
パソコンの仕様は以下のとおりです。

　①�　ImageJ Fiji機械学習プラグインTrainable 
Weka Segmentation（無料ソフトウェア）

　②�　OS:Windows11、CPU:インテルCorei7 1165G7、
RAM容量:16GB（一般用のノートパソコン）

図３�　図１の場所の国土地理院衛星画像と地
図情報を重ね合わせた画像（QGIS利用）
に放牧地の形を重ねた画像図２　図１の解析結果例（植生図）

表１　図１の放牧地（3.8ha）の植生診断例
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新鮮 安心 ヘルシー
岩手県産チキン！！

岩手県チキン協同組合
岩手県盛岡市盛岡駅前北通6-47

TEL 019-624-2870　FAX 019-625-0486

県内でも乳牛頭数の多い地域、少ない地域で重み
付けを行った気象情報で、カウダスと称していま
す。5月から30度を突破する日が出始め、8月に
は最高気温36.6度を記録しています。最も特徴的
だったのは、8月の毎日の最低気温の平均が22.6
度となったことです。乳牛は24度以上となると乳
量が減少しますが、最低気温が22度以上となると
乳量がより一層減少することが知られています。
カウダス情報はこれまで10年間の蓄積があります
が、岩手県では初めての事象となります。
　その結果、図2に示したとおり、令和5年夏季
の乳量減少は大きなものとなり、回復にも時間を
要していることが分かると思います。更には繁殖
においても暑熱の影響が見られます。暑熱は受胎
率に影響することが知られていますので、一般農
家では余りに暑いときの鈍性の発情は授精を控え
る傾向があります。そして見送った授精を秋季に
行うことから、秋季の授精が増えることになりま
す。令和5年はこういった傾向が強く表れています。

２　暑熱対策
　代表的なものを記しますが、工事や専門業者の
点検等が必要な場合は、早めの春季に行うように
してください。
　いずれの対策でも牛群検定成績表で乳量が落ち
ていないか、などモニタリングしながら暑熱対策
を講じると対策効果を知ることができます。
⑴　送風扇

　蜘蛛の巣等は取り払い正しい出力が得られる
か試してください。カウダスで気温を把握出来
れば、体感温度を24度以下になるように風速を
調整してください。直接風が牛体に当たること
が必要です。特に首筋が効果的と言われていま

す。また、令和5年のように最低気温が22度以
上となる8月は24時間送風（夜間送風）するこ
とにより、やはり体感気温を22度以下にする必
要があります。
　体感温度の計算式はいろいろなものが考案さ
れていますが、乳牛で多く用いられているもの
は、体感温度＝気温－6×√風速（m/s）という
ものです。家庭用扇風機の「弱」に相当する1ｍ
の風では、体感温度は気温より6度低下するこ
とになります。風速計もインターネット等で安
価に購入することができます。

⑵　飼料給与
　暑熱により食欲が減退すると濃厚飼料を好み
ます。TMR給与では粗飼料が長めだと、濃厚
飼料と分離し、飼槽の底に溜まった濃厚飼料を
選び食いするので、裁断長など検討する必要が
あります。TMRに加水を行うと分離を予防し、
嗜好性も高まることが知られています。給与時
間も夜間の涼しい時期に給与する必要がありま
す。特にサイレ－ジは、日中の高温下では2次
発酵が進み変質してしまいます。粗飼料も柔ら
かい品質の高いものが望ましいです。カルシウ
ムや重曹、ビタミンの投与も効果的と言われて
います。
　飲水も大切です。水槽式である場合は新鮮で
清潔なものを摂取出来るように、掃除を小まめ
に行う必要があります。繋留式で2頭でウォ－
タカップを共用する場合、牛に体格差があると
小さな牛が飲水出来ない場合があります。水道
の配管の都合上、水道本管からはなれたウォ－
タカップは水の出が悪いことがありますので、
専門業者に調整してもらう必要があります。

図２　県内の乳量の推移

図３　県内の授精総数の推移
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牛舎環境面の暑熱対策は今から取組もう
１　熱が伝わる仕組み
⑴　輻射熱（熱放射）

　主に赤外線による熱の伝わり方で、太陽の熱が牛舎の
屋根に伝わるのも輻射熱です。黒い物の温度が上がりや
すいのは、赤外線を含む電磁波を良く吸収することによ
ります。遮熱塗料は、電磁波を反射させ、輻射熱を抑え
ることができます（図1）。

⑵　熱伝導
　固体内での熱の移動です。断熱材の性能表示にある熱伝導率は、この伝導熱の伝わりやすさを表した
ものです。一般的に金属は熱伝導率が大きく、
木材や水は小さくなります。空気は熱伝導率が
とても小さく保温効果が高いので、断熱効果の
高い発泡プラスチック系の資材などには、空気
が含まれています（図2）。

⑶　対流伝熱
　流体の移動によって物体に熱が伝わる現象をいい、扇風機などで風を受けると涼しく感じるのは、こ
の対流伝熱によるものです。風速1m/秒で乳用牛の
体感温度が6℃下がるといわれていますが、これには
牛体温と風温の温度差や気化熱による減熱効果が影響
しています。換気扇による送風は最も大事な暑熱対策
の一つですが、湿度が高く外気温が35℃を超えるよ
うな日は、その効果が低くなります。

２　牛舎環境の暑熱対策例
⑴　牛舎の屋根は遮熱と断熱

　輻射熱を防ぐ遮熱塗料の表面塗布と、屋根裏への断
熱材併用で、屋根からの熱をダブルで抑制します。塗
料の代わりに遮熱シートでも良いですが、シートと屋
根に空間がある場合は、ここの空気入替えにも取り組
みましょう。屋根散水は、気化熱で屋根表面の温度を
下げる効果がありますが、散水の時間と量に注意が必
要です。夏季は午後3時以降に相対湿度が上昇するの
で、午後2時ごろまで散水を終え、軒下で水たまりにならない程度に水量を調節してください（図4）。

⑵　寒冷紗などで日陰を作る
　特に西日が当たる面には、軒下から遮光ネットを設置し、太陽光が牛舎内や壁に当たらないようにし
ましょう。可能であれば、牛舎への空気の流入口も日陰にしましょう。送風の効果がアップします。

⑶　温湿度指数が高い期間は、夜間も送風・換気を続ける
　昼間は気温が高く、どうしても牛に暑熱ストレスがかかってしまいます。そのため、夜間に牛舎温度
を下げる必要がありますが、特に断熱材などの暑熱対策をしている牛舎では、熱が籠って温度低下が妨
げられます。夜間も送風を続けて、涼しい空気を牛舎内に取り込みましょう。

３　温湿度指数（THI）で暑熱ストレスを把握する
　暑熱対策は、気温と湿度の制御が重要です。気温と湿度から牛の暑熱ストレスの指標となる温湿度指数

（temperature humidity index：THI）を把握し、適切な対策を講じましょう。
　THIは、
　=0.8×気温（℃）＋0.01×湿度（%）×（温度－14.4）＋46.4
で示されます。THI 67以下が目標ですが、夏季は常時この値を維持するのは困難です。朝はTHI 70以下、
昼間は80以下となるよう牛舎環境を整えましょう。
　牛舎環境の暑熱対策は早すぎるということはありません。農繁期を迎える前に、再度、暑熱対策につい
て確認しましょう。

図１�　遮熱塗料による太陽光の反射と未塗装屋根
の輻射熱の発生（イメージ）

図３�　対流による伝熱のイメージ（熱は高い方から低
い方へ移動）

図４　盛岡市における８月の時間別相対湿度（％）

図２　金属類と発泡系資材（断熱材）の熱伝導の違い（イメージ）

熱（輻射熱）遮熱塗料

屋根

太陽光
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熱
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熱
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熱
熱 空気（風）
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◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索６６
畜産現場の“今”を30分の番組にしました !
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください !
配信中の内容：国産原料100％の飼料で黒毛和牛を肥育する農家に
　　　　　　　密着！／シリーズ 令和の畜産危機にさせないために
　　　　　　　／放牧で飼料代・燃料代を抑えた酪農経営／他
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子 牛 価 格 の 推 移県 内 黒 毛 和 種 子 牛 市 場 成 績
（全農岩手県本部）

県内家畜市場における指定肉用子牛取引実績
公益社団法人岩手県農畜産物価格安定基金協会

区　　　分
令和６年１月 令和６年２月
頭 数 平均価格 頭 数 平均価格

黒毛和種 1,289頭 515,128円 1,340頭 521,664円
褐毛和種 － － － －
日本短角種 6頭 142,267円 1頭 224,400円
ホルスタイン種 － － － －
交雑種

（母がホルスタイン種） 2頭 118,800円 2頭 118,800円

※�　指定肉用子牛とは、肉用子牛生産者補給金制度における、平均売買価格
算定の対象となる牛（区分ごとに体重の範囲が定められている。）
※　平均価格は消費税込み

市場
区分

性別 令和６年１月 令和６年２月

頭数 平均
価格

平均
体重 頭数 平均

価格
平均
体重

県南初日
胆江・気仙

雌 87 485,378 284 102 481,657 288
雄

去勢 119 580,763 311 131 593,667 316
計 206 540,479 300 233 544,755 304

県南２日目
磐井

雌 102 485,568 282 111 468,460 287
雄

去勢 143 581,438 315 129 613,587 315
計 245 541,755 301 240 546,792 302

中央初日
宮古・北部
奥中山・久慈

雌 152 477,820 278 155 459,942 275
雄

去勢 191 576,563 307 186 567,404 305
計 343 532,548 294 341 518,414 291

中央２日目
滝沢・雫石
八幡平・玉山
岩手・葛巻

雌 134 456,707 273 159 440,071 277
雄

去勢 215 526,350 302 193 583,638 300
計 349 499,657 291 352 519,465 290

中央３日目
紫波・盛岡
花巻・北上
遠野

雌 105 483,799 286 131 431,508 285
雄

去勢 166 516,109 310 173 561,978 316
計 271 503,524 301 304 507,067 303

合　計

雌 580 476,527 280 658 454,453 281
雄

去勢 834 553,130 308 812 581,693 310
計 1,414 521,671 297 1,470 525,161 297

※　価格は円（税込み）、体重は㎏

価　格
4,180円
（税込）
※送料別

お問い合わせ・
お申込みは 公益社団法人中央畜産会　経営支援部（情報） 〒101-0021　東京都千代田区外神田2-16-2　第2ディアイシービル9階

TEL：03-6206-0846　FAX：03-5289-0890　Email：book@jlia.jp

中央畜産会施設・機械部会 企画・監修
2024畜産施設機械ガイドブック

 中央畜産会からのお知らせ

わが国の畜産物は、畜産経営における生産性の向上、省力化、低コスト化の実現により安定供給を図ってき
ました。それを可能にしたのは、生産者とともに発展し技術革新してきた畜産施設・ 機械です。
本書は中央畜産会の賛助会員である施設・機械部会の会員並びに畜産施設 ・ 機械メーカーからの協力を得て
畜産経営を支える76 社の施設 ・ 機械 ・ 器具 ・ 資材等を収録し、用途別に収録したものです。経営形態、
目的、地域環境を踏まえた畜産施設 ・機械の導入を行う上で、大いに参考となる一冊です。
【主な内容】
第１章　飼料用施設・機械　　　　第４章　家きん用施設・機械・器具
第２章　牛用施設・機械・器具　　第５章　畜産環境・衛生対策用施設・機械・器具
第３章　豚用施設・機械・器具　　第６章　畜舎・ICT関連・資材・その他）色ジンレオ（★はに械機象対業事TCI産畜 ◎

のマークを付けています。


